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中期 3 ヶ年経営計画（2008-2010 年度）の策定に関するお知らせ 

 

 

当社は、平成 20 年度を初年度とする中期 3 ヶ年経営計画（2008-2010 年度）を策定いた

しましたので、お知らせいたします。 

 

我が国経済は、緩やかながらも底堅く息の長い景気回復を続けていると見られるものの、

アメリカ経済の減速や、世界的な株式・為替市場の変動等から、景気の先行きには不透明感

が強まるところとなりました。また建設業界におきましても、公共工事が減少を続けるなか、

改正建築基準法施行の影響により住宅投資が大きく落ち込むとともに、原油や鉄鉱石、原料

炭の価格急騰による建設資材、建設用鋼材価格の急上昇に見舞われるなど、経営環境は益々

厳しさを増しております。 

こうした状況のもと、当社は供給過剰構造にある市場競争に打ち勝ち、利益を生み出し続

ける企業として成長するためには、本業の底力を再生するとともに、社会からお客様から信

頼され必要とされる新たな価値を創出することが不可欠と考え、新たな中期経営計画を策定

いたしました。 

 

当社は、本計画の確実な遂行に全社をあげ取り組んでまいる所存であります。 

株主の皆様、お取引先の皆様におかれましては、何卒ご理解とご支援を賜りますようお願

い申し上げます。 



 

中期 3 ヶ年経営計画（2008-2010 年度）の概要 

 

１．基本方針 

淘汰の時代を勝ち抜ける体質への転換を図り、本業の底力を再生するとともに、社会に

とって、お客様にとって不可欠な企業としての価値を創出し、信頼を得られる企業となる

ことを目指す。 

 

 

２．数値目標 

（単位：百万円） 

 2008 年度 2009 年度 2010 年度 

売 上 高 195,000 205,000 185,000

営 業 利 益 700 1,800 2,200

経 常 利 益 200 1,200 1,600

当 期 純 利 益 100 400 1,000

受 注 高 191,000 185,000 180,000

 

主な施策等に関しましては、添付の資料をご参照願います。 

 

以上 

 

本資料に掲載いたしました計画、予測または見通しなど将来に関する事項は本書面の発表日現在にお

ける当社の戦略、目標、前提または仮定に基づいており、実際の業績は様々な要因により、記載の計画、

予測または見通しなどとは異なる結果となる可能性があります。 
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②基本戦略

③基本戦略の展開
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③基本戦略の展開③基本戦略の展開 信頼される性能・品質を提供できる体制の構築1
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正確・迅速な原価管理の為の体制確立2③基本戦略の展開③基本戦略の展開

■原価管理適正化ポイント



営業分野・地域の選択と集中3③基本戦略の展開③基本戦略の展開

■目指す営業活動

（顧客関係構築型）

（顧客問題解決型）
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設計
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注力分野の技術・サービスの更なる向上4③基本戦略の展開③基本戦略の展開

■耐震補強技術
（写真はプレキャストRC外付フレームによる耐震補強）

■最終処分場ＰＦＩ
（写真は静岡県長泉町一般廃棄物最終処分場）

■高品質を実現する技術
（上図は鉄筋挿入型ひび割れ制御工法）



管理費の削減と資産・資金の有効活用5③基本戦略の展開③基本戦略の展開

2008 2009 20102007

■管理費削減目標



④業績目標④業績目標
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2010年度2009年度2008年度

（単位：百万円）

受注高

当期純利益

経常利益

営業利益

売上高

事業年度

量の拡大を追わず、確実に利益の出る体質に転換し、次世代をにらみ
企業価値を高める経営に徹します。
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